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▼運動の共有続けて


　久しぶりに参加した「憲法ひろば」でした。地域の運動を共有して色いろな知恵を出し合ったのは，今までにない企画だったと感心しました。一度でうまくいかなくても、回を重ねて、考えを出しあうことの先には、きっと光が見出せるだろうと希望を持ちました。盛岡の母親大会で岩手県の33の自治体と教育委員会が後援し、知事も市長も挨拶した。これは63回の母親大会で初めてだそうで野党共闘の前進を感じた。「米軍が最も恐れた男～その名はカメジロー」(佐古忠彦監督）も見た。佐古さんはＴＢＳ、頑張っていると思った。（狛江市・関口暢子）





▼だまされることの責任


　調布市内の市民活動の報告が聞けたことが大変に良かったです。大江弁護士の資料に「だまされることの責任」。伊丹万作「戦争責任者の問題」を以前読んだときに、背筋をただし、しっかり学ぶことの大事さを痛感しました。（無記名）





 ▼企画が良かった


　国分寺崖線樹林開発問題，大村哲夫さんの説明がとてもわかりやすく良かった。「樹木から駅前広場へ」を聞いて、かなり知らないことがあるのが分かった。かなりの調査力だと思う。大江弁護士の話はわかりやすく、とても良かった。企画が良かった。父が沖縄戦で白旗を持って出ていって助かった話をよく聞いてきた。「教育勅語」を子供に暗唱させる学校があるのに驚き、調布にも「九条の会」があることを知って例会に出た。今度は２回目の参加だ。（国領町・匿名希望）





▼知らせることが大切


　少しでも知ることのきっかけになった。いろんな人たちに知らせることが大切で、広がってもらいたい。 （下石原・進藤玲子）





▼向き合い方が問われている


　市民が住みやすさを求める相手が市や都の方針。計画の内容によっては，市や都が味方になる場合もある。しかし、市や都とぶつかる場合、市民は問題との向きあい方も問われ、市や都の担当者にいかに説得力ある意見を述べるかも重要になる。34年前に富士見町の西側の自動車道の拡張を防いだが、20年も経つと人が変わり広い道路ができていた。建て替えの問題も調和のとれた地域社会の再構成の難しさを感じる。市民と行政の新しい発想が求められている。


　（稲城・津田櫓冬）





▼｢権力を縛る憲法｣を実感


    樹木を守る運動を通して「権力を縛る憲法」を実感。憲法の世界と政治の世界は大違いだ。調布の行政のようなちっぽけな権力でも、誰のために仕事をしているかの自覚がない。憲法のおヘソは13条だと思うが、12条には、憲法が保障する自由と権利は不断の努力で保持しなければならないとある。樹木にしても、昭和40年代に２千本植えたというが、全部伐られるときいて私たちが立ち上がったときには99本になっていた。（布田・石川康子）





▼９条をどう護るか


  最近、「不思議なクニの憲法―憲法には『私はどう生きるべきか』書いてある」（松井久子監督）というドキュメンタリー映画を見て、９条が死文化していることを痛感した。９条をどう護っていくか，を議論しなければならないと思う。


  （上石原・中島暁子）





▼九条署名断る人も


　「９の日行動」を年金者組合と新婦人でやっている。核兵器禁止と９条改憲反対の署名を一緒に集めていると、｢核兵器禁止は署名するけど、９条のことは分からない」と片方を断る人がいる。大変だなと思った。小学校３年生のとき父がミャンマーで戦死した。戦争だけはやらせてはいけないと思っている。


　（多摩川・田島満子）





▼だまされないために何ができるか


　大江さんの資料にあった、伊丹万作さんの｢だまされることの責任｣が心に残った。だまされないために何ができるか、考えなければいけない。　（下石原・田辺浩子）





▼「自分の要求」が大切


　きょうの会でつくづく感じたのは、どこにもない自分たちの要求を突きつける運動が大事だ、ということだ。１人ひとりが自分の求めることを声に出して行くことによって運動全体を重みがあるものにしていけるのではないかと思う。  （菊野台・大野哲夫）
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第１２９回（１０月）例会


核兵器禁止条約と憲法９条


お話 田中 煕巳(てるみ)さん


　　 日本被団協代表委員、元事務局長


時：10月14日(土)13:30～　参加費300円


於：たづくり10階1002室





第１３０回（１１月）例会


　　　晩秋の信州｢無言館｣


時：11月12日(日)8:30～ バスで調布発


　　　同 13日(月)夕刻　 調布に帰着
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第１３１回（１２月）例会


教科｢道徳｣の授業を考える


お話 糀谷(こうじや) 陽子さん 公立中学教員


時：12月25日(月)18:30～ 参加費300円


於：教育会館(予定)
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